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⾃動⾞や住宅等の騒⾳低減のため，ウレタンフォームが⼀般的に⽤いられている．吸⾳率予測のため，Biot-Allardモデルが⽤い
られるが，計算で⽤いられるパラメータが実際の材料開発に結び付きにくい．そのため，3Dプリンターを⽤いてウレタンフォー
ムを単純構造化した造形物を作成した．数ミリの径の球状の空洞を円柱状の微⼩な⽳でつないだ造形物を球の径や円柱の径が異
なる複数種類作成し,  ⾳響管を⽤いて垂直⼊射吸⾳率を計測した．また，同じ形状のFEモデルを作成し吸⾳率を計算した．得ら
れた知⾒を報告する．
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